
引
き
続
き
黒
字

　

病
院
経
営
な
ど
に
よ
る
収
支（
収

益
的
収
支
）は
、
収
入
３
３
３
億
２
７

２
万
円
、
支
出
３
１
６
億
１
、
９
６

６
万
円
、
税
引
き
後
利
益
は
、
16
億

２
、
３
１
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
収
入
の
内
訳
は
、
入
院
収
益
１
５

３
億
１
、
４
０
２
万
円（
46
・
０
％
）、

外
来
収
益
１
３
５
億
８
、
４
６
８
万

円（
40
・
８
％
）が
主
な
も
の
で
す
。

　
支
出
の
内
訳
は
、
給
与
費
１
３
６

億
９
、
３
８
７
万
円（
43
・
３
％
）、

材
料
費
99
億
６
、
７
３
３
万
円（
31
・ 

５
％
）、
経
費
な
ど
32
億
６
、
７
４

８
万
円（
10
・
３
％
）と
続
き
ま
す
。

　
病
院
施
設
な
ど
の
建
設
・
整
備
に

か
か
る
収
支（
資
本
的
収
支
）は
、
収

入
１
５
４
億
８
、
２
３
５
万
円
、
支

出
１
８
６
億
９
、
３
９
３
万
円
と
な

り
、
不
足
分
は
病
院
事
業
内
の
留
保

資
金（
減
価
償
却
費
な
ど
）、
再
整
備

事
業
に
係
る
県
補
助
金
お
よ
び
企
業

債
な
ど
か
ら
充
当
し
ま
し
た
。
支
出

項
目
の
建
設
改
良
費
１
７
４
億
４
、

７
７
０
万
円
は
、
よ
り
質
の
高
い
医

療
を
提
供
す
る
た
め
、
再
整
備
事
業

や
器
具
備
品
・
ソ
フ
ト
開
発
費
に
充

て
ら
れ
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
か
ら
は
、
新
本
館
を

建
設
し
た
こ
と
に
よ
り
、
減
価
償
却

費
が
増
加
し
ま
す
。
年
間
で
10
億
円

程
度
増
加
し
ま
す
が
、
平
成
22
年
度

の
診
療
報
酬
の
プ
ラ
ス
改
定
や
、
地

域
医
療
再
生
計
画
に
基
づ
く
一
般
病

床
33
床
の
増
床
な
ど
に
よ
り
、
収
入

増
が
見
込
ま
れ
、
引
き
続
き
黒
字
経

営
を
維
持
で
き
る
見
込
み
で
す
。 

再
整
備
事
業
の
状
況

　
現
在
、
既
存
棟
の
機
能
を
１
号
館
、

２
号
館
、
７
号
館
に
集
約
す
る
た
め

の
改
修
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
伴
い
、
一
部
の
診
療
科
を
仮
移

転
し
、
院
内
の
順
路
を
一
部
変
更
し

て
い
ま
す
の
で
、
案
内
表
示
な
ど
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
改
修
工
事
後
に
、
既
存
建
物
の
解

体
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
工
事

は
、
騒
音
や
粉
じ
ん
な
ど
の
周
辺
対

策
、
病
院
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
に
影

響
が
な
い
よ
う
、
配
慮
し
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

旭
中
央
病
院
総
務
課

☎
63
‐
８
１
１
１

（代）

資本的収支
資本的支出　186億9,393万円 資本的収入　154億8,235万円

入院収益　46.0％
153億1,402万円

企業債　87.2%
135億円

建設改良費　93.3%
174億4,770万円

給与費　43.3%
136億9,387万円

経費など　10.3%
32億6,748万円

減価償却費など　7.9%
24億8,909万円　

支払利息　1.4%
4億3,380万円
その他　5.6%
17億6,809万円

材料費　31.5%
99億6,733万円

一般会計繰入金　5.9％
19億7,156万円

その他　7.3％
24億3,246万円

外来収益　40.8％
135億8,468万円

補助金　12.8%
19億8,235万円

企業債償還金　6.7%
12億4,616万円

国庫補助金返還金　0.0%
7万円

収益的収支
収益的支出　316億1,966万円 収益的収入　333億272万円

旭中央病院の財政状況

平成22年度も
　　　健全経営を堅持
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